
　

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援
策
と

し
て
、
住
宅
耐
震
性
を
診
断
す
る
耐
震
診
断

者
を
派
遣
し
ま
す
。　

■
対
象
住
宅(

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

こ
と
）

　

・
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
一
戸
建
て
住
宅

・
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、
枠
組

壁
工
法
に
よ
る
木
造
３
階
建
て
以
下
の

住
宅

・
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
補
助
を
受
け

て
い
な
い
住
宅

　

・
町
税
な
ど
滞
納
が
な
い
こ
と

■
補
助
内
容

・
耐
震
診
断
者
を
派
遣
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

・
費
用
は
１
戸
当
た
り
15
万
６
千
円
を
上

限
に
町
が
補
助
し
ま
す
。（
上
限
を
超

え
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
負
担

に
な
り
ま
す
。）

・
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
な

補
強
内
容
や
概
算
工
事
費
な
ど
を
派
遣

業
者
か
ら
提
示
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

10
月
31
日
㊍
ま
で　

問
地
域
整
備
課

☎
７
２

－

６
９
３
６

　

町
で
は
毎
年
11
月
に
、
町
の
振
興

に
大
き
く
貢
献
し
、
ま
た
は
町
民
の

模
範
と
な
る
活
動
を
さ
れ
た
個
人
や

団
体
に
対
し
、そ
の
功
績
を
た
た
え
、

表
彰
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
表
彰
の
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
個
人
や
団
体
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
ま
た
は
お
住

ま
い
の
行
政
区
の
区
長
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
表
彰
基
準
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

■
表
彰
基
準

①
町
の
公
益
に
関
す
る
事
業
に
尽
力

ま
た
は
公
務
を
助
力
し
た
個
人
ま

た
は
団
体

②
町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行

を
し
た
個
人
ま
た
は
団
体

※
表
彰
に
あ
た
っ
て
は
、
表
彰
審
査

委
員
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
決
定

し
ま
す
。
推
薦
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
個
人
ま
た
は
団
体
が
表
彰
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
こ
れ
ま
で
の
表
彰
例

【
団
体
】

・
長
年
に
わ
た
り
、
職
員
に
よ
る
店

舗
周
辺
・
道
路
沿
い
の
清
掃
活
動

を
実
施
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢

献

・
育
児
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
親
子

遊
び
や
保
護
者
同
士
の
交
流
の
場

を
提
供
、
子
育
て
支
援
に
貢
献

・
矢
大
臣
山
の
雑
木
整
理
や
草
刈

り
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
剪せ

ん

定
な
ど
を

実
施
、
環
境
美
化
・
保
全
に
貢
献

・
旧
浮
金
小
学
校
児
童
の
交
通
安
全

確
保
の
ほ
か
、
各
種
行
事
へ
参
加

し
、
地
域
活
動
に
貢
献

【
個
人
】

・
町
の
振
興
発
展
の
た
め
多
額
の
寄

付
を
行
う

・
夏
井
千
本
桜
駐
車
場
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
や
花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

・
敬
老
会
な
ど
の
余
興
出
演
や
町
内

福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動
な
ど
、

高
齢
者
の
福
祉
向
上
に
貢
献

・
長
年
に
わ
た
り
73
回
の
献
血
を
行

い
、
献
血
事
業
お
よ
び
医
療
へ
貢

献
・
高
齢
者
学
級「
寿
大
学
」の
教
授
と

し
て
、
町
の
生
涯
学
習
振
興
に
貢

献
問
総
務
課

☎
７
２

－

２
１
１
１

　

町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
の
利
活
用
を
促

進
し
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
空

き
家
を
解
体
し
た
後
に
住
宅
を
新
築
す
る
場

合
、
解
体
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
手
順
な
ど
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

■
補
助
条
件

・
自
己
所
有
す
る
空
き
家
で
あ
る
こ
と
。

・
解
体
工
事
が
交
付
申
請
年
度
に
完
了
す

る
こ
と
。

・
解
体
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
１
年
以
内

に
住
宅
を
新
築
し
定
住
す
る
こ
と
。

・
解
体
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
本
店
、
支

店
ま
た
は
営
業
所
な
ど
を
有
す
る
法
人

お
よ
び
個
人
事
業
主
を
利
用
す
る
こ

と
。

■
補
助
対
象
者
お
よ
び
補
助
額

・
補
助
対
象
者

　

①
移
住
者
、
子
育
て
世
帯
、
新
婚
世
帯
、

二
地
域
居
住
者
、
被
災
者
、
避
難
者

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

②
補
助
対
象
者
①
に
該
当
し
な
い
方

・
補
助
率　
「
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　

以
内
」

・
上
限
額

　

①
80
万
円

　

②
40
万
円

■
申
込
期
限　

10
月
31
日
㊍
ま
で　

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２

－

６
９
３
６

○○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
ま

す
○○
あ
な
た
の
身
近
な「
表
彰
対
象
者
」を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

〜
善
行
表
彰
の
推
薦
に
つ
い
て
〜

○○
空
き
家
解
体
支
援
事
業
補
助
金
制
度

　町では鳥獣（イノシシなど）による農作物被害防止
のため、電気柵の設置費用の一部を助成します。事
業の詳細は次のとおりです。
１　対象者
町内に住所を有し、耕作面積が田10アール以上ま
たは畑１アール以上の個人や団体
（１）販売目的で農業を営む個人（販売目的とは申告
　　書に農業所得がある場合をいいます）
（２）耕作を営む２戸以上で構成された（任意）団体※注１

（３）認定農業者
※ただし町税などに滞納がある場合や、交付決定
前に購入した場合は対象とならない場合もあり
ます。

２　補助の対象となるもの
　電気柵の購入資材や設置などに要する費用

区　分 補助率 上限額
個　人 ３分の１ ２万円

団体（２戸以上）※注１ ２分の１ ５万円
認定農業者 ２分の１ 10万円

３　補助額

４　申請期限
　12月20日㊎まで
※ただし予算額に到達した時点で期限を待たず
に締め切る場合があります。

　電気柵などを購入する前に、町へ設置見取図と
見積書を添付し、交付申請書を提出する必要があ
ります。
　申請を希望する場合は、資材などを購入する前
にあらかじめお問い合わせください。

電気柵の設置費用を助成します

※注１
自家消費目的の個人は、該当になりません。ただし、
販売目的の方や認定農業者と一緒に構成される団体
（２戸以上）は助成の対象とします。

問産業振興課　☎72-6938

区分 試験日 会　 場 受付期間 備　考

第２回 ８月４日㊐ 郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町７-７）

６月３日㊊から７月５日㊎まで 全種（網猟、わな猟、第一
種銃猟、第二種銃猟）第３回 ９月８日㊐ ７月８日㊊から８月９日㊎まで

第４回 10月５日㊏
福島県青少年会館

（福島市黒岩字田部屋
53-５）

８月５日㊊から９月６日㊎まで わな猟のみ

第５回 11月４日㊊ 郡山市労働福祉会館
（郡山市虎丸町７-７） ９月２日㊊から10月４日㊎まで

全種（網猟、わな猟、第一
種銃猟、第二種銃猟）

問い合わせ先 電話番号 郵便番号 住所
県中地方振興局　県民生活課 024-935-1295 963-8540 郡山市麓山１-１-１
福島県庁　生活環境部　自然保護課 024-521-7210 960-8670 福島市杉妻町２-16

令和６年度福島県狩猟免許試験のご案内
　福島県では「狩猟免許」を取得しようとする方に対して、狩猟免許試験を次のとおり実施します。

※「第１回」は、既に受験申し込みの受付期間が終了しています。
※受付期間について、持参による申請の場合は閉庁日（土曜日、日曜日、祝日）を除きます。
　また郵送による場合は、受付締切日までの消印のあるものを有効とします。

■狩猟免許・猟銃免許にかかる費用助成
　町では鳥獣被害対策実施隊加入に必要な免許や許可にかかる費用を助成し、加入促進を図っています。
　助成の詳細は「広報おのまち５月号（Ｐ10）」をご覧ください。

■試験日程・会場および受験申し込みの受け付け期間
狩猟免許試験を受験しようとする方は、福島県県中地方振興局（小野町を管轄する地方振興局）に申請書
などを提出してください。

■詳細事項
受験資格、受験申し込みに必要な書類などの詳細、その他ご不明な点については、福島県にお問い合わ
せください。

問産業振興課　☎72-6938
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　県では「ネット・ゲーム」「ギャンブル」の依存症を抱
えている方の家族を対象とした教室を実施しています。
　家族教室は依存症についての正しい知識を身に付け、
対応方法を知り、家族同士が交流することで家族自身
の回復となること目的としています。
　依存症は自分の意思や精神力ではコントロールでき
なくなる病気で、家族や周囲を巻き込む病気でもあり
ます。依存症の正しい知識を学び、問題解決の方法を
一緒に考えてみましょう。
■参加方法　事前予約が必要です。
■予約・問い合わせ先・実施場所
　福島県精神保健福祉センター（福島市御山町８-30）
　☎024-535-3556
■相 談 料　無料
■開催日程
●ネット・ゲーム依存家族教室（定員15人程度）
　・時間：午後１時30分から午後３時30分まで
　・日程：毎月第３火曜日（２月は第４火曜日）

依存症家族教室の開催について

回数 月　日 回数 月　日
2 ６月18日 7              11月19日
3 ７月16日 8              12月17日
4 ８月20日 9 令和７年１月21日
5 ９月17日 10 令和７年２月25日
6 10月15日

●ギャンブル依存家族教室（定員なし）
　・時間：午後１時30分から午後３時30分まで
　・日程：毎月第３木曜日

回数 月　日 回数 月日
2 6月20日 7 11月21日
3 7 月18日 8 12月19日
4 8 月15日 9 令和７年１月16日
5 9月19日 10 令和７年２月20日
6 10月17日

県では精神面の悩み、精神障がいやその疑い、思
春期・青年期のひきこもり、自殺関係に悩む方やそ
の家族等を対象に、精神科医師による心の健康相談
を実施しています。
■参加方法　事前予約が必要です。
■予約・問い合わせ先・実施場所
　福島県県中保健福祉事務所（県中保健所）
　須賀川市旭町153 -１
　☎0248-75-7811
■相 談 料　無料
■時 間　午後１時30分から午後４時まで
■開催日程

心の健康相談について

回数 月　日 回数 月　日
2 7月18日㊍ 7 12月17日㊋
3 ８月８日㊍ 8 令和７年１月９日㊍
4 ９月３日㊋ 9 令和７年２月14日㊎
5 10月７日㊊ 10 令和７年３月３日㊊
6 11月21日㊍

県ではギャンブル障がいを抱えている方の回復ト
レーニングプログラムを実施しています。
　プログラムでは、自身のギャンブルについての整
理、ギャンブル障がいの理解、ギャンブルの再開防
止に向けた具体的対処と今後への備え等について学
んでいきます。プログラムの学びからギャンブルに
頼らない生活の実現を目指しましょう。
■参加方法　事前予約が必要です。
■予約・問い合わせ先・実施場所
　福島県精神保健福祉センター（福島市御山町８-30）
　☎024-535-3556
■相 談 料　無料
■時　  間　午後１時30分から午後３時30分まで
■開催日程
　原則第２火曜日（２月は第３火曜日）

ギャンブル障がい回復トレーニング
プログラムの開催について

回数 月　日 回数 月　日
3 ７月 ９日 7 11月12日
4 ８月13日 8 12月10日
5 ９月10日 9 令和７年１月14日
6 10月 ８日 10 令和７年２月18日

※月１回の頻度で全５回実施します。途中からの参加
も可能です。
※事前面談や当センター医師による相談を行った上
で、参加の可否を決定します。

県では家族の飲酒問題でお悩みの方を対象にアル
コール家族教室を開催します。教室では同じ立場の
家族で交流を図り、悩みの共有や改善策を考えます。
また家族として本人とどのように向き合うか、どの
ような対応をしたらよいのか一緒に勉強していきま
す。
■申し込み・問い合わせ先・実施場所
　福島県県中保健福祉事務所（県中保健所）
　須賀川市旭町153 -１
　☎0248-75-7811
■時 間　午後１時30分から午後３時30分まで
■開催日程

アルコール家族教室の開催について

回数 月　日 回数 月　日
1 ６月18日㊋ 5 10月22日㊋
2 ７月16日㊋ 6 11月19日㊋
3 ８月 ６日㊋ 7 12月17日㊋
4 ９月17日㊋ 8 令和７年１月21日㊋

ふ る さ と
文 化 の 館
情 　 　 報

読書マラソン完走!!
　渡辺詩乃さん（小野小２年）がゴール
（＝100冊読破）を達成しました。渡辺
さんには完走のバッチと記念品の図書
館バッグが贈られました。

●参加申し込みはカウンターで随時受
け付けています。皆さんの参加をお
待ちしています。

問ふるさと文化の館
☎72-2120

図 書 館
L i b r a r y

渡辺詩乃さん

　

国
土
交
通
省
で
は
、昭
和
49
年
か
ら
毎
年
７
月
を「
河

川
愛
護
月
間
」と
定
め
、
河
川
に
親
し
み
を
持
ち
、
良

好
な
河
川
環
境
を
守
る
た
め
河
川
愛
護
運
動
を
実
施
し

て
お
り
、
町
で
も
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
の
河
川
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
保
つ
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時　

７
月
７
日
㊐
午
前
６
時
か
ら（
小
雨
決
行
）

※
行
政
区
に
よ
っ
て
実
施
日
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
　
所　

各
行
政
区

■
内
　
容　

河
川
敷
内
の
ゴ
ミ
拾
い
、
雑
草
な
ど
の
刈

　
　
　
　
　

り
払
い

問
地
域
整
備
課　
　

☎
７
２

－

６
９
３
７

■
国
民
年
金
の
意
義

　

国
民
年
金
と
は
、
自
分
や
家
族

の
加
齢
・
障
が
い
・
死
亡
な
ど

で
、
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
が

困
難
に
な
る
リ
ス
ク
に
備
え
、
す

べ
て
の
国
民
が
加
入
し
支
え
合
う

仕
組
み
で
す
。

■
年
金
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
る
終
身
保
険
！

②
万
が
一
に
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
や
遺
族
を
保
証

③
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が
所
得

か
ら
控
除
！

④
基
礎
年
金
の
半
分
は
国（
税
金
）

　

が
負
担
！

■
保
険
料
の
納
付
義
務

20
歳
以
上
60
未
満
の
学
生
・
農

林
漁
業
者
・
自
営
業
者
・
無
職
の

方
な
ど
は
、国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
期
限
は「
納
付
対

象
月
の
翌
月
末
」と
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
納
付
期
限

か
ら
２
年
が
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
す
る
と
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
が

い
が
残
っ
た
と
き
に
保
証
さ
れ
る

障
害
年
金
な
ど
が
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

現
金
、
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
Ｐ
ａ
ｙ

－

ｅ
ａ
ｓ
ｙ

（
ペ
イ
ジ
ー
）な
ど
に
よ
る
納
付
に

加
え
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
を
使
用
し
た
電
子（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
）決
済
で
の
納
付
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
電
子
決
済
ご
利
用
に
必
要
な
も

の
①
納
付
書

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

③
決
済
ア
プ
リ

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４

－

９
３
２

－

３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２

－

６
９
３
３

〜
国
民
年
金
加
入
の
ご
案
内
〜

○○
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

〜
毎
年
７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」で
す
〜
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発
酵
ア
カ
デ
ミ
ー
が
主
催
す
る「
第

８
期『
発
酵
の
学
校
』」の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
「
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
」を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
発
酵

食
品
ソ
ム
リ
エ
を
養
成
す
る
講
座
で
今

回
は
、
小
野
町
内
の
会
場
で
オ
ン
ラ
イ

ン
講
義
を
受
講
で
き
る「
小
野
町
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
」を
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

（
12
講
座
中
10
講
座
が
東
京
会
場
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
な
り
、
最
終
２

講
座
お
よ
び
修
了
式
は
対
面
で
行
い
ま

す
。）　

■
日
時　

７
月
13
日
㊏
か
ら
11
月
９
日

　
　
　
　

㊏（
日
程
は
別
表
の
と
お
り
）

　
　
　
　

※
各
日
２
講
座
を
実
施

　
　
　
　

※
１
講
座
90
分

■
会
場　

多
目
的
研
修
集
会
施
設
第
一

研
修
室（
大
字
小
野
新
町
字

中
通
２
）

　
　
　
　

※
一
部
、
会
場
変
更
の
場
合

　
　
　
　
　

あ
り
。

■
受
講
料　

３
５
，２
０
０
円（
税
込
み
）

　
　
　
　
　

※
町
民
の
方
を
対
象
に
受

　
　
　
　
　
　

講
料
の
一
部
助
成
を
行

　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。

■
定
員　

30
人（
先
着
順
。
定
員
に
な

り
次
第
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。）

　
「
発
酵
の
学
校
」…
発
酵
食
品
の
魅

力
や
正
し
い
知
識
、
歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
全
12
回
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
す
。
小
泉
武
夫
校
長
を
は
じ
め

発
酵
界
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
り
、

専
門
的
研
究
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
講
義

や
身
近
な
発
酵
食
品
を
用
い
た
実
用
的

な
講
義
を
受
講
で
き
ま
す
。
全
講
座
を

受
講
し
た
方
に
は
、「
発
酵
食
品
ソ
ム

リ
エ
」と
し
て
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

■
申
込
方
法　

お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
希
望
会
場

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）。

■
申
込
先　

小
泉
研
究
室
内

　
　
　
　

発
酵
ア
カ
デ
ミ
ー「
発
酵

の
学
校
」申
込
受
付
係

　
　
　
　
　

☎
０
３

－６
４
２
７

－９
５
４
０

■
受
付
時
間　

11
時
〜
17
時（
土
・
日
・

　
　
　
　

祝
日
を
除
く
）

※
不
在
の
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。

■
電
話
で
の
受
け
付
け
後
14
日
以
内
に

左
記
に
受
講
料
を
お
振
り
込
み
く
だ

さ
い
。

　

・
銀
行
名
三
井
住
友
銀
行

　
　
（
銀
行
コ
ー
ド
０
０
０
９
）

　

・
支
店
名
渋
谷
駅
前
支
店

　
　
（
支
店
コ
ー
ド
２
３
４
）

　

・
口
座
番
号

普
通　

５
１
８
０
７
４
７

　

・
口
座
名
義

株
式
会
社
発
酵
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
（
カ
ブ
シ
キ
ガ
イ
シ
ヤ
ハ
ツ
コ
ウ
ア
カ

　
　

デ
ミ
ー
）

※
受
付
か
ら
14
日
以
内
に
入
金
確
認

が
で
き
な
い
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル

扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。　
　

問
産
業
振
興
課　

☎
７
２

－

６
９
３
８

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
追
加
で
実
施

し
ま
す
。
今
年
度
ま
だ
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
、
必
ず
予
防
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
町
が
実
施
す
る
集
合
注
射
に
つ
い

て
は
こ
れ
が
今
年
度
最
後
と
な
り
ま
す
。

※
犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

基
づ
き
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
登

録
し
、
毎
年
、
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　

■
日
時　

７
月
28
日
㊐　
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　

午
前
10
時
30
ま
で

■
場
所　

小
野
町
役
場　

問
町
民
生
活
課　

☎
７
２

－

６
９
３
３

　

小
野
新
町
地
内
で
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が

目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
お
と
な
し
い
動
物

で
、
人
に
危
害
を
与
え
る
動
物
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
人
を
見

か
け
る
と
山
に
帰
っ
て
行
き
ま
す
の
で
、

刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
ケ
ガ
を
し
た
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
見

か
け
た
場
合
は
、
ふ

る
さ
と
文
化
の
館
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
文
化

　

の
館

☎
７
２

－

２
１
２
０

○○
第
８
期「
発
酵
の
学
校
」受
講
生
募
集　

　

小
野
町
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
初
開
催
！

○○
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し

て
い
な
い
方
へ

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

　

追
加
実
施

○○
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す

■別表（実施日程）
回 日　程 時　間 講　師 講　座　名 講義方式
1 ７月13日㊏ 13：00～14：30 小泉武夫 発酵食品とは何か

オンライン

2 15：00～16：30 白石洋平 日本の発酵食品の原点　こうじ
3 ８月17日㊏ 13：00～14：30 金内　誠 味噌・醤油・魚醤の話
4 15：00～16：30 ヨーグルトとチーズの話
5 ８月24日㊏ 13：00～14：30 白石洋平 納豆とテンペの話
6 15：00～16：30 野崎洋光 発酵食品を用いた楽しい料理
7 ９月７日㊏ 13：00～14：30 小泉幸道 お酢の話
8 15：00～16：30 金内　誠 パンの話
9 ９月14日㊏ 13：00～14：30 岡田早苗 漬物と乳酸菌の話
10 15：00～16：30 進藤　斉 日本の酒　清酒と焼酎
11

11月９日㊏
13：00～14：30 金内　誠 世界の酒　ワインと洋酒

対　面12 15：00～16：30 小泉武夫 日本と世界の発酵食品
修了式 16：30～17：00 認定証（修了証）授与
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